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ウシ脳 8 kg を約 8e の水で、 homogenize し、熱および三塩化酢酸を加えて除蛋白した。ついでこの
滞液を Amberlite CG 120 (H form) に吸着させたのち 2N-アンモニア水でアミノ酸を溶出した。いった
ん溶出液を乾聞したのち、熱メタノールで抽出し、その抽出液を乾固し再び水に溶解して Dowex 1 x 
8 (OH form) のカラムを通し、この溶出液をフラクションコレクターにて分画した D これを集めて
乾固し、再びメタノールに溶解し、ピクロロン酸塩として析出せしめ、メタノール抽出およびエタノ
ール洗浄をくりかえして再結晶した結果、本物質のピクロロン酸塩(mp ， 2150C , C43. 28% , H4 .88% , N 
22.19% )をえた。ついでピクロロン酸をはずしたのち、本物質の化学的性状を検索した結果、坂口反
応は陽性であったが、ニンヒドリン反応は陰性であった。しかし塩酸加水分解後には、ニンヒドリン
反応は陽性となり、その一部を TLC にて分析ずると arginine に一致するピークをえた口またこの加水
分解産物に liver arginase を作用させたところ、同じく ornithine に一致するピークをえた。以上の結
果より本物質を、 a-N-acetyl L-arginine と推定し、 Bergmann の方法で、これを合成し、そのピクロ
ロン酸塩 (mp. 215. 50C , C43. 02% , N22. 76%) を作り、両者を比較してみると、融点、元素分析、赤
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外吸収スペクトル、 TLC の Rf値、および塩酸加水分解ならびにアルギナーゼに対する反応において
両者は完全に一致し、本物質は αー N-acetyl-arginine と同定できた。またこの物質をウサギ大槽内に




るグアニジン体 Cs H lO 0 3N4 をウシ脳よりピクロロン酸塩として分離した。
2. 本物質は坂口反応陽性、ニンヒドリン反応陰性であるが、加水分解によりニンヒドリン反応が






4. 合成した α ー N-acetyl-L-arginine をウサギ大槽内に注入すると強直性、間代性痘撃が誘発され
た。他方、ネコの深部脳波記録によると、本物質による痘撃は主に hippocampus や amygdala などの
limbic system の発火に起因するものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
従来、晴乳動物脳組織に存在するグアニジン体には、アルギニン、タウロシアミン、グリコシアミ
ンおよび白ーグアニジノ酪酸が知られていたが、著者はこれらの物質の代謝をグアニジン体自動分析装
置を用いて研究中、グリコシアミンのピークの直後にこれとほぼ等しい高さを有する未知のピークを
見出し、ウシ脳からこれに対応する物質をピクロロン酸塩として結晶状に分離し、融点、元素分析値、
赤外吸収スペクトル、薄層クロストの Rf値、アルギナーゼに対する態度などから、この物質の構造を
α-N-acetyl-L-arginine と同定した。また、この物質はウサギやネコに間代性、強直性の痘筆をおこ
すことを見出し、痘筆発現機序の解明に新知見を加えた。
-104 -
